
＜適切な対応＞

・心理的サポート

・情報提供

・教育、指導

・環境への働きかけ

＜リレーションをつくる＞
・受容・繰り返し（言い換え）
・明確化（感情・意味の意識化）
・支持・質問
・気持ち・感情の受容と応答
心理面への配慮

・サポートを十分に心がける

＜問題の核心をつかむ＞

・事例相談者視点の問題把握

・事例指導者視点の問題把握

コーヒー
カップ
理論

場面設定
・自己紹介
・守秘義務
・メモの許諾
・ケース作成の
承認・労い

傾聴による
・リレーション
・ケース確認

事例相談者視点の
問題把握

要
約

事例指導者視点の問題把握

・関係構築
・問題把握
・目標設定
・方策の実行

目
標
設
定

合
意

具体的展開
（レッスン）

口頭試問

４つの
評価区分を意識

一般化

・関係重視型
・問題解決型
・いいなり型

■基本的態度 ➡

■関係構築力 ■問題把握力 ■具体的展開力

リレーションづくり⇒ 問題把握力 目標設定 方策の実行

1級面接試験の進め方：以下の理論を頭に描きながら、30分のロールプレイと10分の口頭試問に対応します。

システマチック
アプローチ

評価区分

来談者中心
主義

■受容・共感的理解

■一致（自己一致）

結果の評価

ケースの終了
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試験で何を求められ
ているか基本を身に
つけ、面接試験では
自分らしい指導者像
を目指しましょう。
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